
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［［［［サッカーサッカーサッカーサッカー面面面面］］］］        

■コーチからの声かけに対して、積極的なプレーのチャレンジが見られた。しかし、８人制でのサッカーをまだよ

く知らない事から、攻守に関してのポジショニングが悪かった。又、１対１の弱さが目立った。これから改善してい

くためにまず、「基本の徹底」そして試合でどう活かすのかを考えさせていきたいと思います。 

 

［［［［生活面生活面生活面生活面］］］］    ～～～～オフ・ザ・ピッチオフ・ザ・ピッチオフ・ザ・ピッチオフ・ザ・ピッチ～～～～    

■次の日の為に、声を掛け合って寝たり、バスの中では自主的に人数確認をしていた点などが見られた。 

■サッカー関係者、保護者の方々へのあいさつが出来ていないことなど、徹底していかなければならない。

又、個人によるが、靴の紐を結べない（良く解ける）、靴のかかとを踏む癖の子が見られたので各家庭でも声を

かけ、指導をお願いします。 

☆食事のマナー・・・・立膝のまま食事、食事の途中で横になる、茶碗を持たず食べる、など改善しましょう！ 

☆部屋・・・・・部屋では協力し、洗濯ものを干したり色々な面で協力が見られ、楽しい雰囲気で過ごせたようで

す。 

 

 

 

 

平成２３年６月２５日（土）～２６日（日）にかけて、「第８回あさぎりＵ－１０」に参加しました。天候が不

安定で、チョッピリ心配でしたが、皆、２日間元気に過ごすことができました。これから遠征を重ねる毎、もっ

ともっとチームワークが良くなることでしょうね。 

初めての８人制の試合も経験し、又、少しずつサッカーも理解できるようになると思います。 



［試合結果］ 

１日目予選（Ｄパート） 

 

 

 

 

２日目（３位）トーナメント 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～お礼～ 

保護者の皆様におかれましては、初めての遠征で心配だったとは 

思いますが、心配は要りません、子ども達は日々成長していきます。 

「今何をしなければいけないのか？」、「何をする時間なのか？」、 

常に考えて行動する事を学んだのではないでしょうか？又、共に 

生活することによって、集団生活（厳しさ、思いやりの心）での重要性を理解できたように思います。保護者の方の温かい

応援のおかげで子ども達も楽しく、元気にプレーできたように思います。これからも、保護者、指導者が子ども達成長の踏

み台となり見守っていきましょう！  ご理解とご協力、ありがとうございました。 

～子どもの可能性を信じて～               ｂｙ/木村浩史 

                           

あさぎり遠征引率者 

ＦＣ－Ｖｅｎｔｏ代表 木村浩史 

チーム監督／鎌田紀章  コーチ／東 拓磨 

１試合目 ＦＣ－Ｖｅｎｔｏ熊本  ０－１３  ソレッソ Ｖ 

２試合目 ＦＣ－Ｖｅｎｔｏ熊本  ０－２  太陽延岡 

３試合目 ＦＣ－Ｖｅｎｔｏ熊本  ５－１  ひとよしＵ－９ 

１回戦 ＦＣ－Ｖｅｎｔｏ熊本  １－１  ＦＣＫ 

         ２PK３ 

 

フレンドリー ＦＣ－Ｖｅｎｔｏ熊本  ０－２   

～あさぎり遠征を終えて～  

監督／鎌田紀章 

温かい応援、ありがとうございました。飲み物、ゼリー等

の差し入れなど大変お世話になりました。宿舎での生活、

サッカーの準備など、これから子どもたち自身で行う場面

が増えてくると思います。そこで、たくさんの失敗もする

と思いますが、その失敗を次の機会に活かせるよう指導を

心掛けていきたいと思っています。ご理解とご協力の程、

よろしくお願いします。  

～会員・保護者の皆様へ～  

コーチ／東 拓磨 

今回は初めての合宿でしたが、２日間でたくさん試合する

ことができて、よい経験を積むことができましたね。   

1 対 1 で負けないことや、失敗を恐れずどんどんチャレン

ジすることなどをテーマに、みんな積極的なプレーが多く

見られてよかったと思います。 

オフ・ザ・ピッチにおいては、自分で責任をもって持ち

物の管理をすること(道具を大切にすること)を身に付け

ていきましょう。そのためにも、「自分で出来ることは自

分でする」「必要なものは自分で準備する」ことを心がけ

ていきましょう。 

保護者の方々には、遠方まで来て頂き、たくさんの応援

をありがとうございました。我々指導者も、子どもたち一

人ひとりの成長を第一に考え、指導していきたいと思いま

す。ご家庭でも、生活面における声掛けなど、今後ともよ

ろしくお願いいたします。 


